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京都府臨床検査技師会が創立70周年を迎えました!!

京都府副知事
古川 博規様

向日市 市長
安田 守様

京都私立病院協会
会長 清水 鴻一郎様

日本臨床衛生検査技師会
会長 宮島 喜文様

会長賞：京都保健衛生専門学校様会長賞：アークレイマーケティング株式会社様創立70周年記念式典受付

京都府臨床検査技師会は昭和27年7月に「京都衛生検査技術者会」として設立され、お陰様を持
ちまして令和4年7月に70周年を迎えました。これまで当会を築き上げていただいた歴代会長や、
諸先輩の方々などご関係の方々に深く感謝申し上げます。
この度、令和5年3月18日にザ・サウザンド京都にて、70周年記念式典を開催することができま

した。当日は天気も良く、土曜日の午後にもかかわらず107名のご参加をいただきました。来賓の
ご挨拶として京都府副知事の古川 博規様、一般社団法人京都私立病院協会会長の清水 鴻一郎様、
一般社団法人日本臨床衛生検査技師会会長の宮島 喜文様よりご挨拶をいただきました。式典に引
き続き、臨床検査技師で京都府向日市市長の安田 守様に乾杯のご発声をいただき祝賀会が開演い
たしました。コロナ禍でこのような会は３年ほど行っていませんでしたが、マスク制限も一部緩和
されたこともあり会場内では名刺交換や、久しぶりの再会の挨拶など、交流をされる光景が多くみ
られました。
この会を通じて行政、京都府内の医療系団体、養成校関係、近畿圏の技師会、賛助会員などの皆

様と交流ができ、絆ができたと感じております。この絆を通じて今後も研修会や啓発活動などを、
皆様にご協力いただきながら進めていきたいと思います。

京都府臨床検査技師会 会長 江口 光徳
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編集後記

第3回京都府医学検査学会が開催されました

京都の街にも、海外からの観光客の方が随分と増えて
きたなと感じます。私も先日、日本に遊びに来る友人を
案内してきました。3年ぶりの日本旅行に、友人の行きた
い場所・食べたいもの・見たいものリストはいっぱい。
しっかり調べられたリストのお陰で、どっちが観光客な
のか分からないくらいしっかり満喫させてもらいました。
次回はガイド役が完全に入れ変わってそうです。楽しみ
です。(ふ）

施設連絡責任者会議/精度管理報告会を終えて

令和5年2月23日に開催しました、第3回京都医学検査
学会はコロナ禍の中でしたが、ハイブリッド形式で行い、
全体で150名を超える方に参加頂きました。現地参加も
50名を超え、発表者と参加者が直接意見交換できたこ
とで、発表者はモチベーション向上につながったのでは
ないでしょうか。教育企画R-CPC(写真上段)は、直前の
データ開示という新たなチャレンジで緊張感のあるディ
スカッションが大変勉強になりました。町田先生のガー
ナからの生配信は、Webならではの企画として注目して
いただけたと思います。
これからも若手育成の発表の場としてもっと会場で活

発な意見が交わされ、顔を合わせて討議することがより
学会活動を活性化へ導いてくれると信じています。会員
の皆様からの温かいご協力を今後とも賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。
最後に、学会開催に向けて頑張っていただいた実行委

員の皆様、ありがとうございました。

学会長：京都工場保健会 今川 昇

令和4年度の精度管理報告会は、京都府医師
会との合同となりました。各研究班の精度管理
委員より出題の狙い、解答、解説など丁寧に報
告していただきました。今年度初導入となった
細胞分野のバーチャルスライドに関して、供覧
デモンストレーションも行われました。集計方
法や出題内容など課題となった点は次年度改善
できるよう検討し、今後もより良い精度管理調
査事業が出来るよう、京都府医師会とも協調し
て行っていきます。(写真左)

亀岡市立病院 原 健介

第18回施設連絡責任者会議が京都保健衛生専
門学校にてハイブリッド形式で行われ、トレン
ドマイクロ株式会社の松山征嗣氏による「医療
機器、部門システムにおけるサイバーセキュリ
ティ―の課題と対策」の講演がありました。検
査室では多数の装置やPC端末が稼働している中、
注意すべきことと対策が明らかになった事は大
変有意義な講演であり、今後の検査業務運営に
生かせる内容でした。(写真右)

京都民医連中央病院 増田 信弥
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